











































































































　同調査には、数としては⑺の自己実現志向の 3 分の 1 程度であるが、「自
分自身を見失っているような不安や喪失感」「自分自身の生き方に自信が
もてない」「人や集団とのコミュニケーションに自信がもてない」自分を
癒やす場としてボランティア活動に入る若者が増えつつある。
71
栗　田　充　治
　以上の⑹と⑺の新しい傾向は、⑴～⑸の「他者志向的」ボランティアに
比べると、まず自己の充実や癒やしを求める態度として「自己本位的」ボ
ランティアと呼べるだろう。「自己本位」とは、「利己」とは違う視野を持
つ、自分自身の内面の声を優先しようという態度である。
4．考察
　「ボランティア」という活動はない。あるのは上に見たような具体的な個々
の活動で、その中身は様々である。また、活動テーマによっては対立する
ケースもある。上では、署名運動、請願活動、保育所建設運動が入ってい
るが、署名や請願の活動では、対立する立場があることが予想される。保
育所が環境を悪くするという反対の立場もあり得る。同様に、中絶を「女
性の権利」として取り組むボランティア活動があり、逆に、「中絶反対」
のボランティア活動もあり得る。「反捕鯨」のボランティア活動があり、
逆に「食文化を守るための捕鯨容認」のボランティア活動もあり得る。ボ
ランティア活動の特徴としての自発性・自律性だけでは直ちに「行為のよ
さ」を証明できない。どちらが正しいと、抽象的には判断することができ
ないだろう。つまり、ボランティアは善行ではない。
　「ボランティアは偽善」「結局自己満足」というイメージを持つ亜細亜大
学「ボランティア論」受講生が、ボランティア活動に触れることを通じて、
そのイメージが変化してくることが多い。「ボランティアは偽善」という
イメージは、「ボランティア = 善行」観を前提とした反発と疑問である。
また、それは、「善行だからやるといいよ」という大人の嘘っぽいススメ
への若者の健康な反発でもある。どのような変化か、彼らの言葉を紹介す
る。括弧内の数字は、変化の度合いの大きさを 5 段階で示している。最大
値が 5 である。
　「偽善」「自己満足」イメージの変化（2014 年度ボランティア論Ⅰでの終了
アンケートより）
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・前は偽善者がやるものだと思っていた（変化度 5。以下同じ）
・自己満足だと思っていたが、「させてもらう」という意味が分かっ
た（4）
・何のためにするのか疑問だったが、自分の成長のため、人のために
することが分かった（5）
・自己満足だと思っていたが、他人も入ってくることが分かった（4）
・自己満足だと思っていたが、相手側から良いものをもらえることを
感じた（5）
・地位の高い人が低い人を手助けするというイメージばかりではない
ことが分かった（3）
・してあげるのではなく、させてもらっていることが分かった（4）
・してあげるものではなく、させてもらうものだと学んだ（4）
・相手に元気を与えるだけと思っていたが、感謝され自分が元気をも
らえることに気づいた（5）
・利益や満足を求めないと決めつけていたが、自己満足や気持ちよさ
があっても良いと思うようになった（4）
・「見返り」の考え方が変わり、頂いたものは受け取っていこうと思
うようになった（5）
　活動をする中で、くすぶっていた「偽善かも？」という感覚はすでに消
えている。彼らは「善」を偽っているのではなく、また、「善行」を施し
ているのでもなく、敢えて言えば、相手と共に活動し、その活動を楽しみ、
相手と共に生きていることを感じているだけである。彼らはそうした自分
の在り方を肯定する。しかし、それは自己満足（自分だけの満足）ではない。
なぜなら、その満足は相手の満足を伴っている。いわば、共に満足する、
相互の満足である。その世界における満足は、もう、自己満足の世界では
ない。
　自分を開いて、相手との新しい関係を育む世界を感じ、相互の満足を味
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わう。それは「望ましい生き方」と呼んでもいい世界であるが、それを「モ
ラル」と呼ぶことは私には躊躇がある。なぜなら、その世界では、出会い、
自己満足、自信、気持ちよさ、相手の気持ち、感謝、相手からの贈り物等
がごちゃ混ぜになっているからである。言ってみれば、混沌とした世界で
ある。
　だから、その世界は、「汝なすべし」という義務の世界（カント的な道徳
性の世界）ではなく、「汝なしあたう」という権利（自由）の世界である。
ボランティアの道徳化は権利の世界でなく、義務の世界へボランティアを
近づけようとする道である。しかし、その道は、ボランティアの生命力を
弱めるように感じる。ボランティアの将来は権利の世界での多様な展開に
かかっていると私は考える。
